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健
婦
活
動
英
他
の
強

佑
に
依
り
戻
療
観
念
が
魯
象
さ

れ
各
火
が
病
気
に
対
す
る
溺
切

な
措
置
?
誤
ら
ぬ
様
に
な
り
ま

す
こ
う
し
た
諸
点
か
ら
自
然
平

均
医
療
費
が
軽
減
し
て
ゆ
〈
の

で
あ
り
ま
し
て
・
如
何
に
こ
の
保

険
制
度
が
必
要
で
あ
る
か
が
窺

は
れ
ま
す
。
。
相
互
扶
助
の
精
神

現
在
貧
困
の
た
め
国
の
扶
朗

を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
そ

の
愛
芝
に
な
っ
た
原
因
や
調
査

し
て
み
ま
す
と
全
体
の
七
割
近

く
の
人
が
病
気
の
た
め
に
賓
乏

に
な
っ
，
て
お
り
ま
す
o

人
の
一
生
に
は
大
な
り
小
な

り
に
浮
き
沈
み
が
あ
り
ま
す
一

人
の
カ
で
古
う
に
も
な
ら
な
い

と
き
で
も
皆
で
力
を
合
せ
扶
け

合
っ
て
行
く
な
ら
楽
々
と
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
謹
む
事
が
で
き

る
の
で
あ
り
ま
す
豊
か
な
経
済

力
に
嘉
ま
れ
た
方
h

に
は
こ
ん

な
制
度
は
必
要
が
な
い
と
一
式
ひ

得
ま
せ
ぅ
。
併
し
乍
ら
そ
う
し

た
階
層
の
人
達
は
極
〈
小
部
分

で
あ
り
ま
し
て
大
部
分
は
今
日

の
医
薬
費
に
難
渋
し
て
ゐ
る
人

々
で
あ
り
ま
す
富
め
る
人
も
共
・

に
こ
の
制
度
に
参
加
し
て
招
待

り
相
扶
け
て
行
く
と
こ
ろ
に
こ

の
保
険
制
度
の
社
会
的
意
義
が

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

に頂意康おを守し保〈な国のとれが施早
全き議保い読せたのたも民で協に復致〈当
国占を険てんうがはめの健あカ l士官しこ町。
的広持制御でか管なーで康りな菅致たのと主主
なしつ度研そ。さし世d:，保ま〈様し〈保しま:
御てかが究れ全ん」滑る険ししのま考険まと二
協互に守主日をよ三町J読をにかとて舎で鱈すえ制しな
力制再伺賜 I践ん醍一理はさ怯大とて度てる
を度認に旬のらで布部解どを不なしおすも Z吾
おの識軍国立ず頂致宛しのに可るてり復ー識
願再 L大民場こいし「てよこ館理もま活日会
ひ関てな健にれたま園頂うのな解こす笑も，~

ひず早 こ障とすて来 せ園でこ完ま確 致
致ると新と制こそ行る我 J馬のあと全す立国し
し様とたで度ろうかだ々に現りはな勿がにま
ま倒のなあへにしねけは意況ま fnJ保論E選対す
す協制るりのこた fiの我荷にす入障英〈し。
。カ度認ま途そカなこ々とおがも湘j国要柱
をが識せが完のらとの云い戦異度の言育会
主主突のl う拓全結ぬを手ひてい論がそさ保
ね施下。けな集と推に得は敗は望れれ障
でさー て社さ思し於ま真れなまのて常u
おれ日 行会れい準てせにたいし如お度!
願まも く保るまめ出うや我のいeくりの

F

息
見
せ

い
剤
遁
放
委
員
曾
結
成

ヘ
長
浜
町
防
犯
対
策
協
{
覚
せ
い
剤
の
追
放
運
動
と
し

f
J
議
会
で
は
、
近
時
覚
せ
一
て
は
、
覚
せ
い
剤
使
用
者
及
密

M
U
M
V
い
剤
が
青
少
ー
年
の
心
身
一
売
渚
の
実
態
調
査
、
各
種
情
報

刊

υに
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
一
提
供
な
ど
連
絡
活
動
に
翠
点
を

ほ
辻
多
く
の
犯
鍔
を
生
じ
っ
一
お
く
と
共
に
、
各
種
団
体
と
連

U
1
.
L
あ
ろ
現
況
に
鑑
み
防
一
絡
し
で
啓
裳
活
動
を
行
う
こ
と

町
〆
犯
対
策
の
一
環
、
と
し
て
一
を
申
合
せ
た
。

o

i

覚
せ
い
剤
追
放
運
動
を
一
町
内
の
皆
さ
ん
に
於
か
れ
て

晶
下
展
開
す
る
た

b
J
去
る
一
も
本
運
動
に
協
力
さ
れ
、
覚
せ

川
い
円
八
月
十
ご
日
町
佼
場
会
一
い
剤
の
使
用
者
並
に
密
溢
，
密

門
同
議
告
に
大
洲
警
察
署
長
一
売
者
を
知
ら
れ
た
時
に
は
、
そ

1
H
長
警
部
派
出
所
長
、
一
の
情
報
を
当
委
員
会
に
通
報
し

ヒ
審
有
数
育
委
員
会
一
て
頂
〈
等
、
全
吋
挙
っ
て
覚
せ

一
克
会
安
委
員
、
青
年
団
一
い
剤
に
よ
る
犯
罪
を
防
ぎ
明
る

婦
入
会
。
消
防
団
、
町
一
い
町
を
築
〈
様
協
力
を
望
ま
れ

内
各
学
校
、
各
P
T
A
等
代
表
一
て
ゐ
る
。

者
並
に
児
童
委
員
、
保
護
司
、
一
命
不
幸
に
し
て
患
者
を
お
も

主
任
町
医
約
一
一
一
十
名
が
出
席
レ
一
ち
の
関
家
庭
で
脚
臨
ん
で
お
ら
れ

て
協
議
会
守
開
催
覚
せ
い
剤
追
一
る
向
け
一
日
も
早
く
当
委
員
会

放
委
員
会
を
結
成
、
役
員
と

L
一
に
倒
伺
談
に
な
り
へ
絶
対
秘
を

て
)
会
長
末
永
芳
朗
〔
防
犯
対
一
守
り
ま
す
)
そ
う
し
て
}
目
も

焚
協
議
会
長
)
副
会
長
満
野
政
(
早
〈
更
否
の
道
を
歩
ま
せ
る
康

栄
(
防
犯
対
策
協
議
会
副
会
長
に
し
て
下
さ
い
。

U

両
氏
を
選
任
、
今
後
の
活
動
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
願
い
ま

方
針
な
ど
に
つ
き
協
議
し
た
。
ナ
o

、

一、高

基
本
選
奉
人
名

不
簿
の
調
整
に
つ
い
て

一
既
に
皆
さ
ゐ
御
承
知
の
遥
ザ

一
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
を
も
っ

一
て
、
基
木
選
挙
人
名
椙
帽
を
調
製

一
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

一
今
度
調
製
す
る
名
濁
は
今
年

の
十
二
月
=
十
日
以
後
に
行
わ

れ
る
各
種
の
選
挙
に
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
拍
蹴
恕
さ
れ
る
謹
挙
は

の
よ
う
な

を
し
て
ゐ
る

の
隣
に
あ
る

で
、
そ
こ
の

技
師
の
坂
本

き
ん
で
す
。

事‘

町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙

知
事
選
挙
、
県
議
会
議
員
選

挙
で
あ
り
ま
す
が
、
政
界
の
変

動
の
如
何
に
よ
っ
℃
は
衆
議
院

欝
員
の
選
挙
も
今
度
の
名
鱈
に

ー
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
猿
想

さ
れ
ま
す
、
従
っ
て
今
度
の
名

揮
は
特
に

E
確
に
も
れ
の
な
い

よ
う
に
調
製
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
ぜ
ん
。

皆
さ
ゐ
の
御
協
力
に
よ
っ
て
誤

り
の
な
い
百
確
な
名
障
が
調
製

出
来
る
よ

4
念
闘
し
て
や
み
ま

ぜ
ん
。

就
ぎ
ま
し
て
は
、
近
日
中
に
各

戸
に
選
挙
資
格
調
査
票
を
悶
付

、
レ
ま
ナ
が
こ
れ
は
住
民
警
録

6

J

て
判
明
し
て
い
る
部

z
r
h

九
お
り
ま
?

l
a
-
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l
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J
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、

守

守，ぃ

固
定
資
産
評
債
審
査
委
員
曾
記
録

何
で
は
過
般
一
委
員
長
小
野
季

広
委
員
門
田
犠
市
.
島
田
文
士
口

の
三
氏
全
員
出
席
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
次
の
諮
件
に
つ
き
固

定
資
産
評
価
員
涜
部
叉
男
氏
よ

り
説
明
報
色
あ
り
小
野
委
員

長
よ
り
税
徴
敢
に
関
す
る
所
見

並
に
希
望
と
し
て
「
他
町
村
に

比
し
緩
浅
の
如
く
見
受
け
ら
れ

る
税
更
は
自
信
を
以
っ
て
堂
々

と
徴
税
に
当
れ
、
特
に
固
定
資

産
税
の
如
き
も
の
の
滞
納
な
ど

あ
る
べ
き
で
な
い
」
と
の
強
硬

意
見
の
開
陳
が
'
ゐ
っ
て
、
丸
山

総
務
課
長
よ
り
.
長
浜
の
徴
税

成
績
が
実
状
以
と
に
悪
く
考
へ

ら
れ
て
ゐ
る
の
は
遺
憾
で
あ
る

過
年
度
の
コ
グ
付
滞
納
分
の
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
現

年
度
分
に
つ
い
て
.
は
二
十
七
年

度
来
、
常
に
九
十
パ

l
セ

y
ト

を
上
廻
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

A

間
過
年
度
分
に
つ
い
て
も
極
力

徴
攻
に
努
力
す
る
旨
答
解
、
税

政
全
般
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

の
後
閉
会
し
た
。

説
明
報
告
事
項

1
、
固
定
資
産
の
評
価
に
当
つ

て
は
概
ね
泉
の
基
準
指
示
額

を
尊
重
し
た
。

2
、
土
地
の
中
、
畑
に
つ
い
て

は
純
畑
地
と
宅
地
内
の
畑
と

を
区
分
評
価
し
た
外
、
大
体

泉
の
指
示
額
に
従
っ
た
。

3
、
家
屋
に
つ
い
て
は
，
泉
の

指
示
に
従
ふ
と
前
年
度
よ
り

三
割
漕
額
を
行
は
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
L
な
り
、
家
屋
の
持

つ
非
生
産
的
性
格
に
隠
し
、

契
状
に
副
は
ぬ
こ
と
L
な
る

か
ら
、
誤
り
が
あ
れ
ば
訂
芭
し

て
頂
き
・
書
き
込
み
の
な
い
と

こ
ろ
は
書
き
ス
れ
て
頂
き
提
出

期
日
に
お
〈
れ
ぬ
憎
胞
に
御
提
出

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

提
出
期
限
は
九
月
二
十
日
で

あ
り
ま
す
。

特
に
町
外
関
係
の
転
出
転
ス

者
友
ぴ
町
内
の
転
出
転
ス
者
で

住
民
登
録
の
。
一
手
績
未
済
の
方
は

こ
の
際
必
ず
手
績
を
了
し
て
お

い
て
下

3
ぃ。

調
査
票
に
記
ス
し
て
頂
か
ね

ば

な

ら

な

い

方

は

匂

昭
和
九
年
十
二
月
廿
一

日
以
前

K
生
れ
た
日
本

人
で
あ
っ
て

本
年
六
月
十
六
日
以
前

か
ら
引
績
主
長
漬
町
民

住
所
を
有
す
る
者

明
」
あ
り
ま
す
が
、
出
穣
中
の

者
河
旅
行
中
の
者
、
病
気
で
ス

院
中
の
者
等
を
書
き
落
さ
な

い
よ
う
特
に
御
注
意
を
願
い
ま

す
調
査
票
の
記
入
の
方
法
は
裏

面
に
〈
わ
し
〈
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
寸
本
町
内
に
住
む
よ
う

に
な
っ
た
年
月
日
」
の
欄
は
一

年
以
上
も
古
〈
か
ら
往
ん
で
居

ら
れ
る
方
は
斡
線
守
引
い
て
頂

い
た
の
で
結
構
で
あ
り
ま
す
。

ヂ
と
正
一
仁
心
部
位
惨
F
E
F
1
f
r
h
k
p
v
「
L
F
了、、
d

-

1

4

f

示

、

千

?

司

J
i
A
F

一
-

1

・

ア

バ

ヂ

!

吋

i
細川ヘタ

学

・

‘a
 

海
区
漁
業
調
整
委
員

三
匿
と
込
無
投
票

の
で
、
コ
十
八
年
度
評
価
額
一
今
年
度
の
本
委
員
選
挙
は
、

の
平
均
一
割
増
に
止
め
た
。
一
各
地
共
頗
る
低
調
で
、
独
り
伊

4
、
本
年
度
固
定
資
産
の
評
価
一
予
灘
海
区
の
み
が
決
践
を
橡
想

総

額

一

は

千

円

一

さ

れ

て

い

た

が

、

之

叉

警

官

土
地
六
一
一
一
、

0
0
0

一

家
屋
一
四
一
一
、

0
0
0
一
依
り
無
投
票
、
と
な
り
、
左
の
各

償

却

三

O
、
O
O
C
一
氏
の
当
選
決
定
を
見
た
。

資

産

・

一

中

矢

喜

一

郎

経

山

市

計
二
三
豆
、

0
0
0

一
桑
原
増
次
郎
源
泉
郡
神
和
村

で
あ
る
o

一
績
回
辰
葵
伊
鍍
郡
下
灘
村

E
、
こ
の
千
分
の
一
五
が
固
定
一
課
藤
松
豆
郎
温
泉
郡
東
芝
刊

資
産
税
で
一
一
一
、
豆
一
一
志
千
円
一

と
な
る
o

一
神
野
利
章
西
宇
和
郡
伊
方
村

6
、
評
価
に
対
す
る
異
議
の
申
一
池
田
幸
一
伊
神
怒
名
村

立
て
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
上
岡
義
計
伊
鷺
郡
上
灘
町

服
腕
政
と
園
舎
の
報
告
曾

自
由
党
泉
欝
に
依
る
県
政
報

告
会
は
八
月
六
回
夜
昼
浜
高
校

講
堂
で
行
は
れ
た
。

当
夜
は
井
部
議
長
を
首
め
、

西
国
、
久
保
の
地
元
選
出
欝
員

白
石
、
原
因
、
井
上
等
鋒
々
た

る
メ
ム
パ
ー
で
大
洲
と
か
け
込

ち
の
奮
闘
ぷ
り
、
泉
財
政
の
現

況
.
教
職
員
関
係
、
銅
山
川
問

題
か
ら
再
軍
備
に
対
す
る
考
察

等
々
盛
沢
山
な
内
容
で
、
聴
衆

も
比
較
的
多
く
此
の
種
の
会
合

と
し
て
は
成
功
で
あ
っ
た
と
云

へ
ょ
う
。
只
惜
し
む
ら
く
は
質

疑
応
答
の
時
聞
が
少
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
何
か
し
ら
聞
き
た
い

と
一
玄
ふ
気
持
が
設
に
で
も
あ
る

の
だ
ら
う
が
-
発
言
す
る
ふ
ん
囲

気
に
達
し
な
い
中
に
終
っ
て
し

ま
う
と
云
ふ
傾
向
が
何
時
の
会

に
も
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。

越
へ
て
八
月
十
四
日
に
は
、

社
会
党
代
議
土
井
谷
亘
書
氏
が

役
場
会
議
室
で
国
会
報
告
会
を

行
っ
た
o

国
の
譲
算
か
ら
重
要

園

民

指

文

登

録

の

賓

績

龍
号
で
広
報
し
た
如
〈
来
る

九
月
十
七
汚
か
ら
三
十
日
二

日
短
期
)
抱
一
毎
夜
、
高
校
生
の

協
力
を
得
て
指
紋
の
探
取
を
行

っ
た
が
、
そ
の
実
績
は
次
の
通

り
で
あ
っ
て
、
当
町
で
は
品
問
四

分
の
一
は
楚
録
が
終
っ
て
ゐ
な

い
こ
と
に
な
る
。

次
の
機
会
に
は
該
当
者
全
員

も
れ
な
〈
登
録
し
て
頂
き
た
い

間
耳
録
該
当
者
四
一
六
九

登
録
者
一
一
一

O
九
四

来

演

者

一

O
七
五

驚
録
率

O
、
七
回

登
録
者
内
訳
度

=
二
五
九

八
三
五

法
令
に
対
す
る
分
析
、
国
会
の

乱
闘
や
汚
職
問
題
の
内
幕
等
、

今
回
の
欝
会
報
告
は
踊
る
ニ

ュ
ー
ス
、
メ

p
ユ
1
に
富
む
も

の
で
ら
つ
か
ら
う
が
、
氏
の
持

前
の
穏
健
さ
は
、
淡
h
と
し
て

こ
う
し
た
諸
問
題
を
解
明
、
お

だ
や
か
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。

ゆ
晴

J
4
J
L

《
九
月
中
居
出
分
V

V
出

生

高

阿

佐

次

ご

男

高

崎

好

秋

ご

男

吉

田

高

雄

長

女

田

中

道

繁

長

女

平
家
安
雄
一
一
男

永

岡

武

長

男

岡

理

三

郎

コ

男

稲
田
一
元
雄
長
男

V
死

亡

d
v

勢

力

与

.

作

J

西

崎

喜

重

こ
の
陛
の
中
の
す
べ
て
の
人
が
皆
お
金
持
で
そ
の
上
一
て
お
り
そ
の
一
世
帯
当
り
の
医

健
康
で
あ
っ
た
ら
ど
ん
な
に
か
幸
福
で
せ
う
し
か
し
一
一
療
費
総
額
は
一

0
5
.昇
六
円
に

足
飛
び
に
そ
こ
ま
で
符
か
な

ιと
も
せ
め
て
病
気
に
擢
一
上
り
そ
の
内
訳
は
医
師
に
払
つ

っ
た
時
〈
ら
い
は
薬
代
の
心
臨
な
ど
せ
子
に
す
ぐ
に
充
一
・
た
治
療
費
が
七
八

O
九
月
慢
薬

分
な
手
当
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
そ
の
一
そ
の
他
の
売
薬
を
買
っ
た
費
用

方
法
と
し
て
国
民
健
康
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。
一
が
ご

O
E九
同
銀
灸
電
気
療
法

A
V
沿
革
一
そ
の
後
昭
和
二
十
一
一
一
年
に
こ
一
な
ど
に
よ
っ
た
も
の
が
一
三
一
一
七

こ
の
保
険
の
制
度
は
昭
和
初
一
の
制
度
が
根
本
的
に
改
芭
さ
れ
一
同
開
祈
穏
ま
じ
な
い
代
が
一
五

期
の
不
況
期
に
於
て
病
気
に
な
一
従
来
は
組
合
制
度
を
以
っ
て
還
一
一
円
と
な
っ
て
お
り
そ
の
他
の

っ
て
も
医
療
費
の
支
払
が
出
来
一
営
さ
れ
て
い
た
も
の
を
市
町
村
一
諸
雑
費
を
ス
れ
る
と
突
陀
ば
く

ず
疾
病
対
策
医
療
費
負
担
方
法
一
の
公
営
を
原
則
と
し
そ
の
市
町
一
大
た
額
に
な
り
こ
れ
に
対
し
て

の
解
決
以
非
常
に
重
大
な
社
会
一
村
の
住
民
は
必
ず
加
ス
し
な
け
一
こ
の
保
険
を
や
っ
て
い
る
町
村

問
題
と
掠
っ
た
と
き
い
ろ
ノ
¥
一
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
り
市
町
一
の
医
療
費
の
総
額
平
均
は
一
世

相

U
究
さ
れ
た
結
果
保
険
胸
中
川
浩
一
村
の
一
般
行
政
事
務
と
間
際
に
一
帯
当
り
四

0
0
0円
と
な
る
の

い
で
同
公
的
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
一
取
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
さ
一
で
あ
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
と

『
こ
と
に
な
り
昭
和
十
一
一
一
年
に
至
一
ら
に
昭
和
二
十
八
年
度
か
ら
医
一
こ
の
保
険
を
実
施
し
て
お
れ
ば

り
こ
の
国
民
健
康
保
険
制
度
が
一
療
費
に
対
す
る
こ
割
の
国
庫
補
一
病
気
が
少
く
な
旬
実
施
し
な
い

出
来
た
の
官
、
あ
り
ま
す
。
一
助
も
受
付
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
一
所
は
病
人
が
多
い
の
か
と
云
ふ

当
町
に
お
き
ま
し
で
も
昭
和
一
っ
て
お
り
ま
す
。
一
奇
異
な
感
に
と
ら
わ
れ
る
の
で

十
八
年
七
月
一
目
に
組
合
制
度
一
宮

A
V
医
療
費
負
担
一
あ
り
ま
す
が
こ
れ
に
は
次
の
様

で

こ

の

保

険

が

実

施

さ

れ

て

い

一

の

比

較

一

な

理

由

が

挙

げ

ら

れ

る

の

で

あ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
惜
し
く
も
一
F

そ
れ
で
は
現
在
の
皆
さ
ん
方
-
り
ま
す
。

貯
蔵
に
よ
る
大
混
乱
が
保
険
制
朝
一
が
支
払
っ
て
お
ら
れ
る
医
療
費
一
第
一
番
に
保
険
給
付
(
普
通
五

の
滞
納
と
な
っ
て
現
わ
れ
事
業
一
の
状
況
は
ど
う
か
?
先
頃
泉
が
一
割
U

が
受
け
ら
れ
負
担
が
軽
い

の
継
績
が
不
可
能
と
な
か
逐
に
一
一
調
べ
た
医
療
費
実
態
調
査
に
よ
一
H
A
r
病
気
に
な
っ
た
ら
直
ち
に

昭
和
=
セ
コ
一
年
四

R
一
日
事
業
一
る
と
国
民
健
康
保
険
を
や
っ
て
一
お
医
者
に
か
L
る
の
で
所
謂
早

を
休
止
し
現
在
に
至
-D
一
一
一
て
お
り
一
い
な
い
町
村
で
は
一
人
が
一
年
一
期
診
療
が
行
は
れ
従
っ
て
医
療

去
す
。

3
4
A

聞
に
傷
病
に
か

L
る
割
合
は
大
一
費
は
少
〈
て
す
む
こ
と
に
な
り

。

現

行

制

度

休

一

人

平

均

一

、

王

国

と

な

っ

一

ま

す

。

E
コ一

安
平
竺
一

和
美
一
一

愛
子
一

一
一
一
一
一
ム
(

則
男
ご

春
久
-

爵
閉
・

，
〉
玉
岡
長
期
総

，
d
浜

弁

L

ν

J
矢
野
一
万
ユ
キ
ヨ

人

月

の
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l

i

t

-

F

-

L

〆

教
膿
員
臨
時
異
動

青
島
小
学
校
の
定
員
漕
、
共

の
他
の
事
情
に
依
る
教
職
員
の

異
動
が
次
の
如
〈
発
令
さ
れ
た

。

転

退

出

野
本
千
安
己
ハ
長
小
U

退
職

神
内
諦
雲
(
菅
島
中
)白
滝
中

大
川
チ
ザ
干
ハ
4

小
V‘，ιVIE-

、

H

山
川

4

「
自
衛
官
募
集
」

格自昭
和
四
年
十
月
二
日
生

歪
h
v

十
一
年
十
月
一
日
生
ま
で
の
男
子

2

学
刀
新
制
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
カ
を
宥
す

る
者

受
付
期
間

自
八
月
十
六
日
至
九
月
三
十
日

(
一
)
資
1

年

令

r、
一一、、-'

ご

う

試

験

期

日

於

松

山

市

自
十
月
二
十
五
日
五
十
周
二
十
八
日

。
応
募
さ
れ
る
方
は
佼
湯
庶
務
係
に
志
願
案
内
及
び

志
願
票
が
あ
り
ま
ず
か
ら
申
出
て
下
さ
い
。
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